








要約:学童,生徒の肥満が成人肥満に移行して,糖尿病や動脈硬化を基盤とする成人病のリ

スクファクターになることはよく知られているが,乳幼児期と栄養状態との関係について

は未だ一致した見解が得られていない。今回,我々は中学生,高校生の肥満および高脂血と

乳幼時期の栄養状態との関係を調査した。現在,中等度以上の肥満を示す生徒では乳児期

および幼児期に肥満の既往をもつものが有意に多く,これら生徒の肥満は約 1/3 のものが

乳児期に,約 1/3 のものが幼児期にそして残り 1/3 が学童に始ることが示された。又,高脂

血症を有する肥満生徒でも乳幼児期の肥満の既往率が有意に高いことが示された。これら

の結果は小児成人病対策は乳児期より始めなければならないことを強く示唆するものであ

る。


